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Ｈ Ｆ Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ 

問題９ 問題 10 問題 11 問題 12 問題 13 問題 14 問題 15  

Ｅ Ｆ Ｃ Ａ Ｅ Ｃ Ｆ  

 

 
問 

 

題 

 

16 

① ② ③ ④ 
 

𝑥௥ − 𝑥 𝑙௫ 𝑣/𝑑 1 

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

𝐷௬ 1/𝑣௬ 1/(1 − 𝑣) 𝑙௬ 

 

 
問 

 

題 

 

17 

① ② ③ ④ 
 

720 180 3.2 230 

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

46 3.2 16 30 

 

 
問 

 

題 

 

18 

① ② ③ ④ 

 

𝑖𝑆௫ − 𝑖𝑃𝐺௫ + (1 + 𝑖)𝑃𝑙௫ (1 + 𝑖)𝑃𝑙௫ 𝑖𝑃𝐺௫ − 𝑖𝑆௫ 0 

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

𝑖𝑆௫ − (1 + 𝑖)𝑙௫ −(1 + 𝑖)𝑙௫ −𝑖𝑆௫ 𝑖𝐹 
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公益社団法人 日本年金数理人会 

問題 19 ←問題番号を記入すること。 

（１） 𝐷
௫ା

భ

మ

= 𝐷௫ ቀ
ଵା௣ೣ

ଶ
ቁ 𝑣

భ

మ 

（２） 𝑃(ଶ) =
஽ೣೝ∙௔̈ೣೝ

∑ ஽ഥೣ
ೣೝషభ
ೣసೣ೐

ா  

（３） 給付現価 S は、保険料の支払回数に依らず、 

𝑆 = ෍ 𝐿௫ ∙
𝐷௫ೝ

∙ 𝑎̈௫ೝ

𝐷௫

௫ೝିଵ

௫ୀ௫೐

 

年 1 回払いの人数現価を𝐺(ଵ)、年 2 回払いの人数現価を𝐺(ଶ)とすると、 

𝐺(ଵ) = ෍ 𝐿௫ ∙
∑ 𝐷௬

௫ೝିଵ
௬ୀ௫

𝐷௫
  ,

௫ೝିଵ

௫ୀ௫೐

𝐺(ଶ) = ෍ 𝐿௫ ∙
∑ 𝐷ഥ௬

௫ೝିଵ
௬ୀ௫

𝐷௫
  ,

௫ೝିଵ

௫ୀ௫೐

 

よって、𝑉(ଵ)は次の通りとなる。 

𝑉(ଵ) = 𝑆 − 𝑃
(ଵ)ா ∙ 𝐺(ଵ) 

= ෍ 𝐿௫ ∙
𝐷௫ೝ

∙ 𝑎̈௫ೝ

𝐷௫

௫ೝିଵ

௫ୀ௫೐

 − 𝑃
(ଵ)ா ∙ ෍ 𝐿௫ ∙

∑ 𝐷௬
௫ೝିଵ
௬ୀ௫

𝐷௫
  ,

௫ೝିଵ

௫ୀ௫೐

 

= ෍
𝐿௫

𝐷௫
 ∙ ቌ𝐷௫ೝ

∙ 𝑎̈௫ೝ
− 𝑃

(ଵ)ா ∙ ෍ 𝐷௬

௫ೝିଵ

௬ୀ௫

ቍ

௫ೝିଵ

௫ୀ௫೐

 

なお、 𝑃(ଵ) =
஽ೣೝ∙௔̈ೣೝ

∑ ஽ೣ
ೣೝషభ
ೣసೣ೐

ா である。 

また、, 𝑉(ଶ)も同様に 

𝑉(ଶ) = 𝑆 − 𝑃
(ଶ)ா ∙ 𝐺(ଶ) 

= ෍
𝐿௫

𝐷௫
 ∙ ቌ𝐷௫ೝ

∙ 𝑎̈௫ೝ
− 𝑃

(ଶ)ா ∙ ෍ 𝐷ഥ௬

௫ೝିଵ

௬ୀ௫

ቍ

௫ೝିଵ

௫ୀ௫೐

 

（注）裏面には記載しないこと 
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問題 19 ←問題番号を記入すること。 

従って、𝑉(ଵ) ≥ 𝑉(ଶ)を示すためには、任意の𝑥に対し、 

𝐷௫ೝ
∙ 𝑎̈௫ೝ

− 𝑃
(ଵ)ா ∙ ෍ 𝐷௬

௫ೝିଵ

௬ୀ௫

≥ 𝐷௫ೝ
∙ 𝑎̈௫ೝ

− 𝑃
(ଶ)ா ∙ ෍ 𝐷ഥ௬

௫ೝିଵ

௬ୀ௫

 

↔  𝑃
(ଵ)ா ∙ ෍ 𝐷௬

௫ೝିଵ

௬ୀ௫

 ≤  𝑃
(ଶ)ா ∙ ෍ 𝐷ഥ௬

௫ೝିଵ

௬ୀ௫

  ⋯① 

を示せばよい。 

ここで、 

𝑃
(ଵ)ா ∙ ∑ 𝐷௬

௫ೝିଵ
௬ୀ௫

𝑃
(ଶ)ா ∙ ∑ 𝐷ഥ௬

௫ೝିଵ
௬ୀ௫

 =  

𝐷௫ೝ
∙ 𝑎̈௫ೝ

∑ 𝐷௭
௫ೝିଵ
௭ୀ௫೐

𝐷௫ೝ
∙ 𝑎̈௫ೝ

∑ 𝐷ഥ௭
௫ೝିଵ
௭ୀ௫೐

∙
∑ 𝐷௬

௫ೝିଵ
௬ୀ௫

∑ 𝐷ഥ௬
௫ೝିଵ
௬ୀ௫

 

= ൭
∑ 𝐷ഥ௭

௫ೝିଵ
௭ୀ௫೐

∑ 𝐷௭
௫ೝିଵ
௭ୀ௫೐

൱ ∙ ൭
∑ 𝐷௬

௫ೝିଵ
௬ୀ௫

∑ 𝐷ഥ௬
௫ೝିଵ
௬ୀ௫

൱ 

いま、
஽ഥೣ

஽ೣ
 (𝑥௘ ≤ 𝑥 < 𝑥௥)は、 

𝐷ഥ௫

𝐷௫
=

𝐷௫ + 𝐷௫ ቀ
1 + 𝑝௫

2 ቁ 𝑣
ଵ
ଶ

𝐷௫
= 1 + (

1 + 𝑝௫

2
)𝑣

ଵ
ଶ 

𝑝௫は、𝑥について狭義単調増加であるので、
஽ഥೣ

஽ೣ
も𝑥について狭義単調増加。 

よって仮定より、
∑ ஽ഥ೥

ೣೝషభ
೥సೣ೐

∑ ஽೥
ೣೝషభ
೥సೣ೐

≤
∑ ஽ഥ೤

ೣೝషభ
೤సೣ

∑ ஽೤
ೣೝషభ
೤సೣ

が成立するので、 

൭
∑ 𝐷ഥ௭

௫ೝିଵ
௭ୀ௫೐

∑ 𝐷௭
௫ೝିଵ
௭ୀ௫೐

൱ ∙ ൭
∑ 𝐷௬

௫ೝିଵ
௬ୀ௫

∑ 𝐷ഥ௬
௫ೝିଵ
௬ୀ௫

൱ ≤ 1  ⋯② 

を得る。（なお、𝑥 = 𝑥௘のときは②の式は等号成立） 

以上より、 

𝑃
(ଵ)ா ∙ ∑ 𝐷௬

௫ೝିଵ
௬ୀ௫

𝑃
(ଶ)ா ∙ ∑ 𝐷ഥ௬

௫ೝିଵ
௬ୀ௫

 ≤ 1 

となるため①が示された。よって、𝑉(ଵ) ≥ 𝑉(ଶ)が成り立つ。 

 

（注）裏面には記載しないこと 
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問題 20 ←問題番号を記入すること。 

（１） 𝑆௫௘
஺ =

஽ೣೝ
ಲ

஽ೣ೐
ಲ ∗ 𝑎௫௥̈  

𝐺௫௘
஺ =

∑ 𝐷௫
஺௫௥ିଵ

௫ୀ௫௘

𝐷௫௘
஺

 

（２） 𝑥௘ ≤ 𝑥 < 𝑥௥ のとき 
஽ೣ

ಲ

஽ೣ
ಳ ∗

஽ೣశభ
ಳ

஽ೣశభ
ಲ > 1 を示せばよい。 

𝑥௘ ≤ 𝑥 < 𝑥௥のとき、 
஽ೣ

ಲ

஽ೣ
ಳ ∗

஽ೣశభ
ಳ

஽ೣశభ
ಲ =

஽ೣ
ಲ

஽ೣశభ
ಲ ∗

஽ೣశభ
ಳ

஽ೣ
ಳ =

௟ೣ
ಲ

௟ೣశభ
ಲ ∗

௟ೣశభ
ಳ

௟ೣ
ಳ  ・・・① 

ここで、𝑙௫ାଵ
஺ = 𝑙௫

஺ − 𝑘஺ (B も同様)であるから、 

① =
ଵ

ଵି
ೖಲ

೗ೣ
ಲ

∗ ቀ1 −
௞ಳ

௟ೣ
ಳ ቁ 

さらに、仮定の𝑘஺ > 𝑘஻より𝑙௫
஺ ≤ 𝑙௫

஻であることから、
௞ಲ

௟ೣ
ಲ >

௞ಳ

௟ೣ
ಳなので1 −

௞ಲ

௟ೣ
ಲ < 1 −

௞ಳ

௟ೣ
ಳ  

これより① > 1となり、示された。 

 

（３） （１）で求めた𝑆௫௘
஺ および𝐺௫௘

஺ （B も同様）より
௉ೣ ೐

ಲ

௉ೣ
೐

ಳ =
஽ೣೝ

ಲ

஽ೣೝ
ಳ ∗

∑ ஽೤
ಳೣೝషభ

೤సೣ೐

∑ ஽೤
ಲೣೝషభ

೤సೣ೐

 とできる。 

ここで（２）より 𝑥௘ ≤ 𝑦 ≤ 𝑥௥ のとき 
𝐷𝑦

𝐴

𝐷𝑦
𝐵 は 𝑦 について狭義単調減少なので、 

஽ೣೝ
ಲ

஽ೣೝ
ಳ <

஽ೣೝషభ
ಲ

஽ೣೝషభ
ಳ <

∑ ஽೤
ಲೣೝషభ

೤సೣ೐

∑ ஽೤
ಳೣೝషభ

೤సೣ೐

 が成り立つ。 

ゆえに 
𝐷𝑥𝑟

𝐴

𝐷𝑥𝑟
𝐵 ∗

∑ 𝐷𝑦
𝐵𝑥𝑟−1

𝑦=𝑥𝑒

∑ 𝐷𝑦
𝐴𝑥𝑟−1

𝑦=𝑥𝑒

< 1 

これより 
𝑃𝑥𝑒

𝐴

𝑃𝑥𝑒
𝐵 < 1 すなわち 𝑃𝑥𝑒

𝐴 < 𝑃𝑥𝑒

𝐵  

 

（４） 𝐶ை஺ே =
ଵ

௫ೝି௫೐
∗ ∑ 𝑙௫ ∗ 𝐷௫ೝ

∗
௔̈ೣೝ

஽ೣ
=

௟ೣೝ௔̈ೣೝ

௫ೝି௫೐
∗ ∑ 𝑣௫ೝି௫௫ೝିଵ

௫ୀ௫೐

௫ೝିଵ
௫ୀ௫೐

  

より 𝐶ை஺ே  の大小関係は 𝑙𝑥𝑟
 の大小関係と一致する。 

仮定より𝑙𝑥𝑟

𝐴 < 𝑙𝑥𝑟

𝐵 であるから、 𝐶𝐴𝑂𝐴𝑁
< 𝐶𝐵𝑂𝐴𝑁

 

 

（注）裏面には記載しないこと 


